
観

心

本

尊

抄

の

あ

と

浅

井

円

一

日
蓮
聖
人
の
思
想
信
仰
に
つ
い
て
、
周
知
の
こ
と
と
し
て
、
佐
渡
期
は
正
宗
分
、
身
延
期
は
流
通
分
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
佐
渡
期
を

正
宗
分
と
い
う
の
は
、

『
開
目
抄
』

『観
心
本
尊
抄
』
な
ど
の
聖
人
の
代
表
的
著
作
が
佐
渡
期
に
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
一
考
を
要
す
る
こ
と
は
、
で
は
聖
人
の
思
想
信
仰
は
観
心
本
尊
抄
以
後
は
全
く
進
展
を
見
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
こ
う
考
え
る
の
は
、
常
識
的
に
は
妥
当
で
は
な
い
。
人
は
、
殊
に
努
力
精
進
を
怠
ら
な
い
人
は
死
に
至
る
ま
で
つ
ね
に
日
進
月
歩

す
る
は
ず
で
あ
る
。
釈
尊
も
三
十
成
道
の
と
き
は
ま
だ
自
覚
が
完
成
し
た
の
み
で
、
そ
の
後
の
五
十
年
の
覚
他
の
行
が
あ

っ
て
は
じ
め
て

自
覚
と
覚
他
に
わ
た

っ
て
覚
行
を
円
満
さ
れ
た
。
聖
人
の
場
合
も
然
り
、
佐
渡
期
で
た
と
え
教
学
の
骨
子
が
完
成
し
た
と
し
て
も
、
身
延

期
の
あ
の
厖
大
な
御
消
息
を
通
し
て
の
化
他
行
が
あ

っ
て
こ
そ
、
覚
行
を
円
満
さ
れ
た
と
拝
察
す
る
。

ま
だ
個
の
中
に
内
蔵
さ
れ
た
段
階
の
真
理
と
普
遍
化
さ
れ
終

っ
た
暁
の
真
理
と
は
、
勿
論
真
理
に
二
つ
は
な
い
道
理
で
あ
る
が
、
現
実

の
場
に
視
点
を
置
い
た
場
合
は
、
不
遍
と
遍
と
の
差
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
質
ま
で
が
違

っ
て
く
る
と
い
う
の
が
、
い
つ
わ
ら
ざ

る
感
触
で
あ
ろ
う
。

二

で
は
流
通
分
の
身
延
期
に
、
観
心
本
尊
抄
以
後
の
進
展
が
ど
れ
だ
け
期
待
で
き
る
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
誰
も
が
直
ち
に
指
摘
で
き
る

道

一
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こ
と
は
破
邪
の
面
、
中
で
も
台
密
批
判
で
あ
ろ
う
。
観
心
本
尊
抄
に
限
ら
ず
、
佐
渡
期
の
御
書
は
台
密
批
判

・
円
仁
円
珍
安
然
批
判
は
ま

だ
微

々
た
る
も
の
で
あ
り
、
身
延
期
の
撲
時
抄
や
報
恩
抄
等
に
至

っ
て
漸
く
高
潮
し
た
。

今
は
こ
れ
ら
問
題
の

一
切
を
網
羅
す
る
こ
と
は
省
略
し
て
、　
比
較
的
私
の
念
願
か
ら

遠
か

っ
た
事
柄
の

一
つ
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
。そ

れ
は
上
行
自
覚
の
表
現
上
の
問
題
で
あ
る
。
人
開
顕
の
開
目
抄
で
は
御
自
身
が
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
こ
と
を
自
認

・
認
他
す
る
た

め
に
、
経
文
と
自
己
の
体
験
と
の
符
合
や
自
身
が
内
懐
し
つ
づ
け
て
き
た
誓
願
に
つ
い
て
熱
い
言
葉
で
語
り
、
上
行
自
覚
の
基
盤
的
構
造

の
発
表
を
見
た
が
、
上
行
自
覚
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
宝
塔
の
涌
出
、
分
身
の
来
集
を
述
べ
、
次
に

其
上
に
地
涌
千
界
の
大
菩
薩
大
地
よ
り
出
来
せ
り
。
釈
尊
に
第

一
の
御
弟
子
と
を
ば
し
き
普
賢

ｏ
文
殊
等
に
も
に
る
べ
く
も
な
し
…
…

補
処
の
弥
勒
猶
迷
惑
せ
り
。
何
に
況
や
其
已
下
を
や
。
此
千
世
界
の
大
菩
薩
の
中
に
四
人
の
大
聖
ま
し
ま
す
。
所
謂
上
行

ｏ
無
辺
行

・

浄
行

ｏ
安
立
行
な
り
。
此
の
四
人
は
虚
空
霊
山
の
諸
大
菩
薩
等
、
眼
も
あ
は
せ
心
も
を
よ
ば
ず
…
…
大
公
等
の
四
聖
の
衆
中
に
あ
り
し

に
に
た
り
。
商
山
の
四
皓
が
恵
帝
に
仕

へ
し
に
こ
と
な
ら
ず
ｏ
貌

々
堂
々
と
し
て
尊
高
也
。
釈
迦

・
多
宝

・
十
方
の
分
身
を
除
て
は

一

切
衆
生
の
善
知
識
と
も
た
の
み
奉
ぬ
べ
し

（定
遺
五
七
二
―
三
）

と
い
う
文
が

一
箇
所
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
は
勿
論
甚
深
の
心
で
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
概
し
て
い
う
な
ら
ば
四
菩
薩

は
ま
だ
教
相
上
で
の
代
表
的
人
格
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

昭
和
定
本
に
よ
る
と
、
佐
渡
配
流
後
最
初
の
書
簡
で
あ
る
富
木
入
道
殿
御
返
事
に

天
台
伝
教
は
粗
釈
し
給

へ
ど
も
、
之
を
弘
残
せ
る

一
大
事
の
秘
法
を
此
国
に
初
て
之
を
弘
む
。
日
蓮
豊
其
の
人
に
非
ず
や
…
…
経
云
有

四
導
師

一
名
上
行
云
云

（同
五

一
六
）

と
あ
り
、
自
覚
表
現
は
東
山
に
月
が
出
よ
う
と
し
て
、
ま
だ
出
ざ
る
の
状
熊
で
あ
る
が
、
明
か
に
そ
こ
に
は
上
行
自
覚
の
表
明
が
あ
る
。

こ
の
書

の
直
前
に
佐
渡
以
前
の
最
後
の
書
簡
、
同
じ
く
富
木
氏

へ
宛
て
た
寺
泊
御
書
が
あ
り
、
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日
蓮
は
八
十
万
億
那
由
他
の
諸
菩
薩
の
代
官
と
為
て
之
を
申
す
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
わ
ず
か

一
月
間
の
間
に
か
く
も
変
化
が
出
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
妙
日
導
が

『
祖
書
綱
要
』
に
驚
嘆
し
た

通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
経
緯
を
追
想
す
る
と
、
文
永
八
年
九
月
十
二
日
の
松
葉
谷
召
捕
か
ら
竜
日
の
頸
の
座
、
依
知
、
寺
泊
に
至
る
約
五

十
日
に
わ
た
る
期
間
は
、
聖
人
に
と

っ
て
、
や

っ
と
の
こ
と
で
堪
え
抜
く
こ
と
の
で
き
た
精
神
的
重
圧
で
あ

っ
た
ろ
う
。
右
往
左
往
し
て

定
ま
ら
ぬ
不
安
定
な
幕
府
の
処
置
の
た
だ
中
に
あ

っ
て
、
ま
ず
想
到
さ
れ
た
の
は
勧
持
品
の
三
類
の
強
敵
の
経
文
で
あ

っ
た
ろ
う
。
経
文

も
現
実
に
体
験
す
れ
ば
、
そ
の
厳
粛
さ
に
た
だ
喘
ぐ
の
み
で
あ

っ
た
ろ
う
。
こ
の
喘
ぎ
の
中
に
あ

っ
て
、
共
に
喘
い
だ
人
は
八
十
万
億
那

由
他
の
菩
薩
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
直
裁
に
自
身
を
八
十
万
億
那
由
他
の
菩
薩
に
比
定
さ
れ
た
と
思
う
。
そ
の
後
幕
府
の
処
置
も
佐
渡
流
罪

に

一
決
し
、
聖
人
も
や
や
心
の
鎮
静
を
得
て
、
静
か
に
経
文
を
顧
み
れ
ば
、
三
類
の
強
敵
を
堪
え
得
る
人
は
地
涌
の
菩
薩
ら
で
あ
り
、
そ

の
代
表
者
で
あ
る
上
行
菩
薩
に
外
な
ら
な
い
。
か
く
て

「
一
名
上
行
」
の
経
文
が
御
口
を
突
い
て
出
た
の
で
あ
る
。
開
目
抄
に
御
自
身
＝

上
行
菩
薩
の
表
明
が
明
瞭
で
な
い
の
は
さ
ら
に
時
が
熟
す
る
の
を
待

っ
て
之
を
押
さ
え
て
お
ら
れ
た
と
考
え
る
外
は
な
い
。

一
年
後
の
観
心
本
尊
抄
で
は
第
三
段
の
流
通
分
に
末
法
能
弘
の
師
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
が
、
地
涌
千
界
の
菩
薩
に
関
す
る
文
例
を
遂

一

挙
げ
れ
ば

１
　
末
法
の
初
は
謗
法
の
国
に
し
て
悪
機
な
る
故
に
之
を
止
ど
め
、
地
涌
千
界
の
大
菩
薩
を
召
し
て
、
寿
量
品
の
肝
心
た
る
妙
法
蓮
華

経
の
五
字
を
以
て
閻
浮
の
衆
生
に
授
与
せ
し
め
た
ま
ふ
な
り

（第
二
十
三
番
）

２
　
本
門
の
四
依
は
地
涌
千
界
、
末
法
の
始
に
必
ず
出
現
す
べ
し
。
今
の
遣
使
還
告
は
地
涌
な
り
。
是
好
良
薬
と
は
寿
量
品
の
肝
要
た

る
名
体
宗
用
教
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
れ
な
り

（第
二
十
四
番
）

３
　
此
の
十
神
力
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
以
っ
て
上
行

・
安
立
行

・
浄
行

・
無
辺
行
等
の
四
大
菩
薩
に
授
与
し
た
ま
ふ
な
り

（同
）

４
　
今
末
法
の
初
、
小
を
以
て
大
を
打
ち
、
権
を
以
て
実
を
破
し
、
東
西
共
に
之
を
失
し
天
地
顛
倒
せ
り
…
…
此
の
時
、
地
涌
の
菩
薩

始
め
て
世
に
出
現
し
、
但
だ
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
以
っ
て
幼
稚
に
服
せ
し
む

（第
二
十
九
番
）
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５
　
此
の
四
菩
薩
、
折
伏
を
現
ず
る
時
は
賢
王
と
な

っ
て
愚
王
を
誠
責
し
、
摂
受
を
行
ず
る
時
は
僧
と
成

っ
て
正
法
を
弘
持
す

（同
）

６
　
今
の
自
界
坂
逆

・
西
海
侵
逼
の
二
難
を
指
す
な
り
。
此
の
時
、
地
涌
千
界
出
現
し
て
本
門
の
釈
尊
の
脇
士
と
為
り
、　
一
閣
浮
提
第

一
の
本
尊
、
此
の
国
に
立
つ
べ
し

（第
三
十
番
）

７
　
四
大
菩
薩
の
此
の
人
を
守
護
し
た
ま
は
ん
こ
と
、
大
公

ｏ
周
公
の
成
王
を
摂
扶
し
、
四
皓
が
恵
帝
に
侍
奉
せ
し
に
異
ら
ざ
る
者
な

り

（同
）

と
い
う
。
文
上
で
は
地
涌
千
界
の
菩
薩
を
他
者
と
し
て
述
べ
て
い
る
か
の
如
き
趣
き
で
あ
る
が
、
地
涌
千
界
は
末
法
の
初
に
出
現
し
、
妙

法
五
字
を
末
代
幼
稚
に
服
せ
し
め
、
ま
た

一
閻
浮
提
第

一
の
本
尊
を
こ
の
国
に
立
て
る
人
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
そ
れ
が
聖
人
を
指
す
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
１

・
２

ｏ
４

ｏ
６
の
文
で
は

「
地
涌
千
界
」
、
３

・
５

ｏ
７
の
文
で
は

「
上
行

・
安
立
行

・
浄
行

・
無
辺
行

等
の
四
大
菩
薩
」

「
四
菩
薩
」

「
四
大
菩
薩
」
と
い
う
が
、
ま
だ
御
自
身
＝
上
行
菩
薩
に
は
落
居
し
て
い
な
い
。
ま
た

「述
化
」
と
い
う

表
現
、

「
本
門
の
四
菩
薩
」

（同
七
二
〇
）
と
い
う
表
現
に
は
接
す
る
が
、
本
化
と
は
云
っ
て
い
な
い
。

開
目
抄
以
前
に
生
死

一
大
事
血
脈
抄

（同
五
二
四
）
、
観
心
本
尊
抄
以
後
に
四
条
金
吾
殿
御
返
事

（同
六
三
七
）
、
諸
法
実
相
抄

（同

七
二
五
）
等
が
あ

っ
て
御
自
身
＝
上
行
の
自
覚
が
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、
真
蹟
現
存
の
確
実
な
遺
文
と
し
て
は
、
身
延
入
山
と
同
時
に
発

表
さ
れ
た
法
華
取
要
抄
に

是
の
如
く
国
土
乱
れ
て
後
、
上
行
等
の
聖
人
出
現
し
て
、
本
門
の
三
つ
の
法
門
こ
れ
を
建
立
し

（同
八

一
八
）

と
述
べ
、
ま
さ
し
く
上
行
菩
薩
の
応
現
を
も

っ
て
自
身
に
あ
て
ら
れ
る
の
を
、
上
行
自
覚
の
表
明
の
初
め
と
す
る
。
観
心
本
尊
抄
は
こ
の

自
覚
の
表
明
の
過
程
の
中
に
あ
り
、
い
ま
だ
地
涌
千
界
、
本
門
の
四
大
菩
薩
を
表
明
す
る
段
階
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
。

三

観
心
本
尊
抄
の
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像
法
の
中
末
に
観
音
薬
王
、
南
岳
天
台
等
と
示
現
し
、
出
現
し
て
述
門
を
以
て
面
と
為
し
、
本
門
を
以
て
裏
と
為
し
て
百
界
千
如

一
念

三
千
、
其
の
義
を
尽
せ
り
。
但
だ
理
具
を
論
じ
て
、
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
競
び
に
本
門
の
本
尊
、
未
だ
広
く
之
を
行
ぜ
ず

（七

一
九
頁
）

の
文
は
広
く
我
等
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
理
具
と
事
行
と
い
う
用
語
で
台
当
を
相
対
す
る
が
、
こ
う
い
う
相
対
の
言
葉
は
勿
論

本
抄
が
始
め
て
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
理
具
理
行
と
事
具
事
行
の
相
対
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

理
具
と
は
、
本
抄
が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
冒
頭
引
用
の

「摩
訂
止
観
第
五
」
の

「
此
三
千
在

一
念
心
、
若
無
心
而
已
、
介
商
有
心

即
具
三
千
」
の
文
と

「妙
楽
大
師

（弘
決
第
五
）
」
の

「
当
知
身
土

一
念
三
千
、
故
成
道
時
称
此
本
理
、　
一
身

一
念
遍
於
法
界
」
の
文
に

依
る
べ
き
で
あ
る
。
止
観
で
は
僅
か
で
も
心
が
動
き
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
心
に
三
千
を
即
具
す
る
と
い
い
、
弘
決
で
は
釈
尊
が
成
道
さ
れ

た
と
き
、
仏
の
一
身

一
念

（
つ
ま
り
仏
の
色
心
）
は
法
界

（
つ
ま
り

一
切
衆
生
）
に
遍
満
し
た
と
い
う
。
止
観
も
弘
決
も
共
に
理
論
の
段

階
に
お
い
て
十
界

（中
で
も
我
等
が
具
足
を
熱
望
す
る
の
は
仏
界
）
の
本
具
を
理
談
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
現
実
に
お
い
て
は
十
界
の

中
の
地
獄
の
様
相
を
現
出
し
て
い
る
時
や
餓
鬼
が
い
つ
も
表
面
に
出
て
い
る
人
や
、
乃
至
云
云
、
千
差
万
別
で
あ
り
、
仏
界
を
顕
現
し
て

い
る
人
は
絶
え
て
い
な
い
。

し
か
し
理
論
上
は
本
具
す
る
は
ず
で
あ
る
。　
こ
れ
を
理
具
と
い
う
。

さ
ら
に
ま
た

「現
前
せ
ず
と
雖
も
」

「
冥
伏
し
て
心
に
在
り
」

（観
音
玄
）
、
つ
ま
り
心
性
の
次
元
に
お
い
て
具
有
を
諒
承
す
る
こ
と
を
理
具
と
い
う
。
事
具
は
理
具
と
は
対

庶
的
に
、
理
論
上
か
ら
で
は
な
く
て
事
実
の
上
に
お
い
て
具
す
る
や
否
や
を
問
題
に
す
る
立
場
で
あ
り
、
ま
た
心
性
に
冥
伏
し
て
本
有
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
い
つ
始
め
て
具
有
す
る
に
い
た

っ
た
か
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従

っ
て
心
性
に
理
具
さ
れ
る
仏
界
を
己
心
に
拡
大
し
て
ゆ
く
こ
と
を
修
行
と
す
る
天
台
宗
で
は
、
心
性
を
観
ず
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る

こ
と
に
な
る
か
ら
、

無
相
な
る
観
心
の
理
行
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
事
具
は
末
代
の
無
智

・
悪
人

・
謗
法
と
い
う
人
間
の
現
実
に
立
つ
か

ら
、
仏
界
を
具
有
し
な
い
末
代
几
夫
が
仏
界
を
具
有
す
る
方
法
と
し
て
、
妙
法
五
字

（釈
尊
の
因
行
果
徳
）
の
受
持
が
結
示
さ
れ
た
。

問
題
は
、

「事
行
」
と
は
次
の

「南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」
を
指
す
と
思
い
が
ち
で
あ
る
が
、
実
は
そ
の
次
の

「本
門
の
本
尊
」
ま
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で
掛
か
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
能
観
と
所
観
と
が
両
存
し
な
け
れ
ば

「行
」
は
成
立
し
な
い
。
故
に
末
代
の
能
観
た
る

本
門
の
題
日
と
末
代
の
所
観
た
る
本
門
の
本
尊
と
を
合
し
て
始
め
て

「事
行
」
は
成
立
す
る
道
理
で
あ
る
。
止
観
の
修
行
は
一
心
三
観
を

修
し
て
不
可
思
議
境

（
一
念
三
千
）
を
完
全
に
認
知
し
、
眼
の
あ
た
り
に
己
心
の
仏
界
を
見
る
に
あ
る
が
、
仏
を
見
奉
る
と
い
う
こ
と
は

末
代
の
凡
夫
に
は
叶
い
が
た
い
。
そ
こ
で
修
行
完
成
の
暁
に
見
る
は
ず
の
無
相
の
仏
界

（時
我
及
衆
僧
　
倶
出
霊
鷲
山
）
を
有
相
化
し
た

の
が
、
前
の
所
謂
本
尊
段
で
示
さ
れ
た

「其
の
本
尊
の
体
た
ら
く
」
云
云
の
大
曼
茶
羅
で
あ
る
。
聖
人
以
前
に
真
言
宗
の
曼
茶
羅
が
あ
る

が
、
事
相
三
密
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
意
密
の
観
本
尊
は
無
相
な
る
仏
の
証
悟
の
有
相
化
に
外
な
ら
な
い
。
真
言
宗
に
詳
し
い
聖
人
の
意

中
に
も
こ
の
心
は
残
存
し
た
は
ず
で
あ
る
。
本
抄
に
は
な
お
本
門
の
法
体
を
理
談
す
る
四
十
五
字
が
あ
る
が
、
総
括
す
れ
ば
、
本
抄
で
は

本
門
本
尊
に
向
か
っ
て
本
門
題
目
を
唱
え
る
、
末
代
の
観
心
修
行
の
骨
子
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
流
通
分
に
こ
の
大
法
の
広
宣
流
布

の
時
は

「末
法
の
初
」
、
弘
通
の
導
師
は

「
地
涌
千
界
」
で
あ
る
こ
と
が
懇
説
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
忍
難
弘
通
が

「事
具
」
の
表
明

そ
の
も
の
に
外
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
だ
言
及
が
な
い
。
こ
の
点
に
言
及
さ
れ
た
の
は
身
延
期
、
殊
に
撲
時
抄
と
治
病
抄

で
あ
る
。

撰
時
抄
は
身
延
御
入
山
第
二
年
目
の
建
治
元
年
、
五
十
四
歳
の
六
月
の
撰
、
御
自
身
こ
そ
が
仏
記
の
聖
者
上
行
菩
薩
で
あ
る
こ
と
を
明

か
す
中
に

余
に
三
度
の
か
う
み
や
う

（高
名
）
あ
り
。　
一
に
は
去
し
文
応
元
年
…
…
二
、
去
し
文
永
八
年
九
月
十
二
日
…
…
第
三
、
去
年
紋
一転
四

月
八
日
…
…
。
此
の
三
の
大
事
は
日
蓮
が
申
た
る
に
は
あ
ら
ず
ｏ
只
偏
に
釈
迦
如
来
の
御
神
我
身
に
入
か
わ
せ
給
け
る
に
や
。
我
身
な

が
ら
も
悦
び
身
に
あ
ま
る
。
法
華
経
の
一
念
三
千
と
申
大
事
の
法
門
は
こ
れ
な
り
。
経
に
云
、
所
謂
諸
法
如
是
相
と
申
は
何
事
ぞ
。
十

如
是
の
始
の
相
如
是
が
第

一
の
大
事
に
て
候

（同

一
〇
五
三
―
四
頁
）

と
あ
り
、
聖
人
の
三
度
の
予
言
は

「
只
偏
え
に
釈
迦
如
来
の
御
魂
、
我
が
身
に
入
り
か
わ
ら
せ
給
ひ
け
る
に
や
」
、
つ
ま
り
己
心
の
所
具

の
釈
尊
が
わ
が
口
を
借
り
で
予
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
法
華
経
の
一
念
三
千
と
申
す
大
事
の
法
門
は
こ
れ
な
り
」
、
つ
ま
り
外
界
に
向
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か

っ
て
己
心
の
釈
尊
を
顕
現
す
る
こ
と
が
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
文
底
の
事
具

一
念
三
千
の
法
門
で
あ
る
と
誠
め
る
。
理
と
し
て
心
底
に

冥
伏
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
宝
の
持
ち
腐
れ
に
す
ぎ
な
い
。
譲
与
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
具
有
し
た
か
ら
に
は
、
具
有
し
た
証
拠
を
態

度
で
、
言
動
で
外
に
表
出
す
る
と
こ
ろ
に
事
の
事
た
る
所
以
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

「十
如
是
の
始
の
相
如
是
が
第

一
の
大
事
に
て
候
」
と
い
う
。
相
と
は
外
相
で
あ
り
、
相
如
是
と
転
ず
る
の
は
玄
義
二
上
に
よ
る
と
中
道
実
相
の
読
み
で
あ
る
。
己
心
の

釈
尊
を
表
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
智
の
境
を
示
し
て
中
道
実
相
に
読
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
治
病
抄
は
身
延
御
入
山
第
五
年
目
の
弘
安
元
年
、
五
十
七
歳
の
六
月
の
撰
、
抄
末
に

止
観
に
三
障
四
魔
と
申
は
権
経
を
行
ず
る
行
人
の
障
に
は
あ
ら
ず
ｏ
今
日
蓮
が
時
具
に
起
れ
り
。
叉
天
台
伝
教
等
の
時
の
三
障
四
魔
よ

り
も
、
い
ま
ひ
と
し
を
ま
さ
り
た
り
。

一
念
三
千
観
法
に
二
あ
り
。

一．Ｆ
、
ニニ事
な
り
。
天
台
伝
教
等
の
御
時
に
は
理
也
。
今
は
事
也
。

観
念
す
で
に
勝
る
故
、
大
難
又
色
ま
さ
る
。
彼
は
述
門
の
一
念
三
千
、
此
は
本
門

一
念
三
千
也
。
天
地
は
る
か
に
殊
也
こ
と
也

（同

一

五
三
二
頁
）

と
あ
り
、
日
蓮
が
修
す
る
観
法
は
事
で
あ
り
、
本
門

一
念
三
千
で
あ
る
か
ら
、
天
台
伝
教
が
修
し
た
理
、
述
門

一
念
三
千
よ
り
観
念
が
勝

る
。
故
に
三
障
四
魔

。
大
難
が
天
台
伝
教
の
時
よ
り
激
し
い
の
で
あ
る
と
い
う
文
で
あ
る
が
、
こ
の

「大
難
色
ま
さ
る
」
の
は
聖
人
の
折

伏
が
激
し
い
か
ら
で
あ
り
、
折
伏
と
は
即
ち
己
心
中
の
本
門
の
釈
尊
の
激
し
い
自
己
主
張
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
、
結
局
は
、
外
界
に
向
か
っ

て
己
心
の
釈
尊
を
顕
現
す
る
こ
と
を
指
し
て

「事
」

「観
念
す
で
に
勝
る
」
と
い
わ
れ
た
わ
け
で
、
さ
き
の
撰
時
抄
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
で

あ
る
。

観
心
本
尊
抄
以
後
に
加
重
さ
れ
た
法
門
は
、
ま
だ
ま
だ
数
多
い
が
、　
一
往
、
以
上
に
と
ど
め
る
。
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